
飛騨地区 家庭教育学級応援通信  

 

わが子のサインを見逃さない！ 

 

豪雨被災地にお見舞い申し上げます。 

 

・心を離すな 

わが子にとって，見通しのつかないコロナ禍が続

く中，不安や悩みを共有できる親の存在は，重要で

す。成長が進むにつれ，一番心配をかけたくない親

には，正直に悩みや不安・失敗等を話したくないの

が子どもの本心。それは，きっと一番近い距離にあ

る存在だからこそです。 

 

わが子の様子を，肌で，手で，目で，心で，しっかりと受け止めましょう。親の役割です。 

 

・孤育てさせない 

 飛騨地域には，８つの児童館（センター）があります。中止と

なった行事が多々ある中，新しい生活様式を守り，参加希望制に

したり遊具を制限したり施設内の消毒を徹底したりと工夫や改

善を繰り返しながら，徐々に再開し始めています。「今できるこ

とを前向きに実践し，子育てを支えます！」「大きくなっても，児童館に顔を見せてくれて嬉しい！」 

施設職員の方々の姿は頼もしい！飛騨地域内の児童館相互のネットワークをさらに大切にし，アイディ

アを交流し合いコロナ禍を乗り越えましょう。 

 

・地域子育て協働活動（高山市花里まちづくり協議会の取組） 

高山市には，まちづくり協議会という仕組みがあります。 

花里まちづくり協議会の事務局は，住宅地内の立派な空き家を活

用しています。さらに，空き部屋等を活用して，乳幼児学級を月

に１回程度開催しています。庭があり植木があり，何といっても家庭的な雰囲気がとても心地よいです。

また，飛騨高山わらべうたの会（NPO 法人）の皆さんと協働し，出張講座やワイワイカフェが行われて

います。地域の特色（ひと・もの・こと）を活かし，まちの人と人

とが協働し，子育

てネットワークを

構築していく動き

に感動します。 
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子 育 て 四 訓 

 １  乳児はしっかり肌を離すな 

 ２  幼児は肌を離せ，手を離すな 

 ３  少年は手を離せ，目を離すな 

 ４  青年は目を離せ，心を離すな 

 

（山口県で長く教育に携われた方の言葉） 

希望のひまわり 人々の絆を大切

にしましょう！  飛騨県事務所 

tel:0577


紹介「話そう！語ろう！わが家の約束」運動～家庭の豊かなコミュニケーションを生み出す運動～ 

 

＜配布対象＞ 

・年長（5歳児） 

・１・4年生児童 

・関係諸機関 

 

よい実践がありまし

たら，ご連絡ください。 

通信【飛騨っ子】に

掲載し紹介いたします。 

長期休業など，在宅

取組（お家で○○）に

有効活用ください。 

クリック！ 


